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情報あらかると

＜

大
学
卒
業
等
程
度＞

煙
国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験

▼
受
付
期
間

４
月
１
日
水
～
８
日
水

煙
国
家
公
務
員
採
用
Ⅱ
種
試
験

▼
受
付
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
４
月

日
土
～

日
水
、
郵
送
ま
た
は
持
参

１１

１５

…
４
月

日
月
～

日
水

１３

２２

＜

高
等
学
校
卒
業
程
度＞

煙
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験

▼
受
付
期
間

６
月

日
火
～

日
火

２３

３０

※
受
験
資
格
等
に
つ
い
て
は
、
下
記
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

人
事
院
北
海
道
事
務
局

第
二
課
（
緯

－
－

１
２
４
８
）
、

０１１

２４１

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
採
用
情
報
ナ

ビ
・http://w

w
w
.jinji.go.jp/saiyo/

saiyo.htm

）

国
家
公
務
員

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

平
成

年
度
前
期
技
能
検
定

２１

国
家
試
験
を
実
施
し
ま
す

平
成

年
度
前
期
の
技
能
検
定
の
日
程

２１

が
決
ま
り
ま
し
た
。

▼
検
定
科
目

造
園
、
金
属
熱
処
理
、
機

械
加
工
、
建
築
板
金
仕
上
げ
、
建
具
製

作
、
と
び
、
防
水
施
工
、
塗
装
、
サ
ッ

シ
施
工
、
化
学
分
析
、
フ
ラ
ワ
ー
装
飾

な
ど

▼
受
付
期
間

４
月
２
日
木
～

日
水

１５

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み

胆
振
地
方
技
能
訓
練
協
会

（
胆
振
支
庁
商
工
労
働
観
光
課
内
緯
碓２４

９
５
８
８
）

平
成

年
度
か
ら
労
働
保
険
の
年
度
更

２１

新
時
期
が
、
社
会
保
険
の
算
定
基
礎
届
け

の
提
出
期
間
と
統
一
さ
れ
変
更
さ
れ
ま
す
。

▼
労
働
保
険
年
度
更
新
期
間

６
月
１
日

～
７
月

日
１０

※
労
働
保
険
料
の
算
定
対
象
期
間
は
、
従

来
ど
お
り
４
月
１
日
か
ら
３
月

日
に

３１

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
年
度
更
新
申
告
書
は
、
６
月
初
旬
に
郵

送
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

北
海
道
労
働
局
労
働
保

険
適
用
室
（
緯

－
－

２
３
１
１
）
、

０１１

７０９

ま
た
は
室
蘭
労
働
基
準
監
督
署
（
緯
碓２３

６
１
３
１
）

労
働
保
険
の
年
度
更
新
時
期
が

変
わ
り
ま
す

労
働
基
準
監
督
官

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

▼
受
験
資
格

昭
和

年
４
月
２
日
～
昭

５５

和

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
、
昭
和

６３年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
平
成

６３

２２

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
方
な
ど

▼
受
付
期
間

４
月
１
日
水
～

日
火

１４

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

室
蘭
労
働
基
準
監
督
署

（
緯
碓２３
６
１
３
１
）
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幌
別
ダ
ム
の
水
を
放
流
す
る
際
の

サ
イ
レ
ン
や
放
送
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

雪
解
け
や
雨
に
よ
り
、
ダ
ム
に
溜
ま
る

水
の
量
が
多
く
な
る
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

ダ
ム
の
水
が
増
水
し
た
と
き
は
、
水
を

放
流
し
て
水
位
の
調
節
を
行
い
ま
す
が
、

放
流
の
際
は
、
ダ
ム
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
、
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
放
送
や
警
報
車

で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

放
流
中
は
、
胆
振
幌
別
川
の
水
位
が
上

昇
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

北
海
道
企
業
局
室
蘭
地

区
工
業
用
水
道
管
理
事
務
所
（
緯
碓８５
２

８
２
１
）

焔北海道からのお知らせ

プルサーマル計画に関する有識者
検討会議の検討結果について

北海道と地元４町村（泊村、共和町、岩内町、神恵内村）では、北海道電
力㈱泊発電所３号機におけるプルサーマル計画の安全性について、『プルサ
ーマル計画に関する有識者検討会議』を設置し、科学的かつ専門的な見地か
ら慎重に検討を行ってきました。
その結果、平成２０年１２月１４日に、有識者検討会議から、プルサーマル計画

については『安全性が確保される』との結論に至り、知事と地元４町村長に
提言が行われました。
北海道では、有識者検討会議の検討結果を、より多くの道民の方に知って
いただくため、検討結果の『概要版パンフレット』を全道の各支庁や市町村
に配置するとともに、『プルサーマルＱ＆Ａ』を北海道のホームページに掲
載しています。
プルサーマル計画の安全性に関する検討結果についてご理解を深めていた
だくため、ぜひご覧ください。

※詳しくは、北海道のホームページをご覧ください。
【http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/gat/p_top.htm】

問い合わせ 北海道総務部危険対策局原子力安全対策課
（緯０１１－２０４－５０１２）


